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環黄海域ものづくりネットワークの構築

マテリアルエ学科河原正泰

１．緒言

拠点形成研究Ｂ「環境軽負荷を目指した次世代マグ

ネシウム合金の創製加工」プロジェクト（通称Ｍｇプ

ロジェクト）は、韓国の韓国牛産技術研究院、広州国

立大学､弘益大学､中国の上海交通大学､中国科学院、

華南理工大学、台湾の国立中山大学、国立東華大学等

とマグネシウム合金に関する環黄海域国際ネットワー

クの形成を目指して、交流を図っている。

本年度は、MOU締結、招聰、表敬訪問、第２回環黄

海域マグネシウムシンポジウムｉｎ韓国への参加を通

して、環黄海域ものづくりネットワークの構築を図っ

たので、その実施内容について報告する。

（３）表敬訪問

2007年３月には拠点形成Ｍｇプロジェクトのサブリ

ーダーである高島教授､院助手が中国･広州を訪問し、

交流を深めた。以下に詳細を記す。

ｌ）GuangdongKeylaboratoryforAdvancesMetallic

MaterialsProcessingの表敬訪問

夏教授（副所長・副学部長）に面談し、華南理工大

学におけるマグネシウム研究の動向ならびに熊本大学

の研究内容についての意見交換を行なった。華南理工

大学は、熊本大学との交流に積極的な姿勢であった。

２）大学施設見学

夏教授の案内で、GuangdongKeylaboratoryfor

AdvancesMetallicMaterialsProcessingを見学。特

に､基礎研究を行なうTeachingandResearchFacility

と産業化直前のPilotPlantを重点的に視察した。華

南理工大学における産学協同は我が国に比べて大きく

進んでいるようであった。

３）機械工程学院長との面会

機械工程学院長（学部長相当）の朱教授を表敬訪問

し、華南理工大学機械工程学院の概要説明を受けると

ともに、熊本大学工学部の概要について説明した。機

械工程学院の教員には、日本への留学経験者が多く、

院長も日本との国際交流には積極的であった｡その後、

材料系（特に、薄膜関連）の研究室見学を行なった。

研究設備は我が国の薄膜関連研究設備と同等のものを

備えていた。

４）華南理工大学長との面会

華南理工大学の季学長を表敬訪問し、華南理工大学

の概要説明を受けるとともに、熊本大学の概要説明を

行なった。その後、懇談を行い、今後、熊本大学と研

究者、学生の交流を進めることで意見が一致した。

５）熊本大学のMgプロジェクトの概要紹介

GuangdongKeylaboratoryforAdvancesMetallic

MaterialsProcessingにおいて、熊本大学のＭｇプロ

ジェクトの概要紹介を行い、関連の質疑応答を行なっ

た。また、第３回環黄海域マグネシウム国際会議につ

いて､その開催時期､会場等について検討を行なった。

その結果、会議は１２月の終わりか１月の初めに、広

州大学市にある華南理工大学の南キャンパスで開催す

ることになった。

２．実施内容

２．１華南理工大学との交流

（１）招聰

2006年１１月１７日に開催した第１９回高性能Mg合金

創成加工研究会に講師として夏偉教授を招聰｡｢高性能

展伸マグネシウム合金の研究とその応用」と題した講

演を行っていただくとともに､拠点形成Mgプロジェク

トのメンバーとのミーティング、ならびに崎元学長、

谷口工学部長および松本自然科学研究科長への表敬訪

問を行った。
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図１崎元学長への表敬訪問（華南理工大学）

（２）MOU締結

２００６年１１月１７日に、熊本大学・拠点形成Ｍｇプロ

ジェクトはERCIUVPE，MinistryofEducation，

GuangdongKeyLaboratoryforAmVＰ，SouthChina

LlniversltyofTechnologyとＭＯＵを締結した。
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ともに,拠点形成Ｍｇプロジェクトのメンバーとのミー

ティングおよびMOU締結を行い、また崎元学長と谷口

工学部長への表敬訪問を行った。

（２）MOU締結

２００７年３月２３日に、熊本大学・拠点形成Ｍｇプロ

ジェクトはInstituteofMaterialsScienceand

Engineering，CenterforNanosclenceand

Nanotechnology，NationalSunYat-SenUniversity

とＭＯＵを締結した。

図２華南理工大学の見学 ２．３中国科学院・金属研究所との交流

（１）招聰

２００６年７月には熊本大学に張士宏教授を招聰、「マ

グネシウム合金板材における塑性成形技術の新進展」

と題した特別講演を実施していただき、拠点形成Ｍｇ

プロジェクトメンバーと交流を深めた。その後２００７

年３月２２日-24日の日程で拠点形成Ｍｇプロジェクト

のサブリーダーである高島教授、院助手が中国・藩陽

の中国科学院・金属研究所を訪問した。以下に詳細を

記す。

図３華南理工大学の李学長への表敬訪問

２．２台湾国立中山大学との交流

（１）招聰

２００７年１月３１日に開催した第２０回高性能Mg合金

創成加工研究会に講師として黄志青教授を招聰。

「RecentprogressonMgbasednanocompositesand

amorphousalloys」と題した講演を行っていただくと 図５張教授による中国科学院の紹介

（熊本大学に於いて）

（２）MOU締結

2007年３月２３日に、熊本大学・拠点形成Ｍｇプロ

ジェクトはInstituteofMetalsResearch，Chinese

AcademyofScienceとＭＯＵを締結した。

､

iiiiii ！

（３）表敬訪問

ｌ）中国科学院金属研究所の表敬訪問

副所長のEn-HouHan教授と面談し、中国科学院金属

研究所におけるマグネシウム研究の動向ならびに熊本

大学の研究内容についての意見交換を行なった。

｡

鯵議／灘～職

■

図４崎元学長への表敬訪問（台湾国立中山大学）
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２）研究所施設見学

張士宏教授の案内で、中国科学院金属研究所の施設

見学を行なった。本研究所は、材料に関しては国内最

大の研究所であり、すべての部門を見学することは出

来なかったが、先端的な４研究部（非平衡金属研究部

（主に、ナノ結晶材料)、先進炭素材料（主に、カーボ

ンナノチューブ)、材料疲労研究部(薄膜の機械的性質

評価)、固体原子像研究部(透過電顕等を利用した材料

微視構造解析)に加えてＭｇの研究施設の見学を行なっ

た。研究設備は、ここ５年で大きく変わったというこ

とであり、実際、最先端の研究機器が数多く設置され

ていた。また、研究所内においては、主として基礎研

究が行なわれており、産業化を目指した応用研究は、

他の部署で行なわれているとのことであった。この仕

組みは、前回見学した華南理工大学と同じであった。

また、各教授は、企業との連携も深く、産学協同は我

が国に比べて大きく進んでいるようである。

３）研究情報交換とMOU締結

副所長のEn-HouHan教授から、中国科学院金属研究

所の歴史ならびに最新の研究内容について概要説明を

受けた後、高島教授により熊本大学におけるマグネシ

ウム研究の概要について説明。その後、関連の質疑応

答を行なうとともに、自由討論を行なった。中国科学

院金属研究所としても、熊本大学との交流を積極的に

行なって行きたいとの発言があり、その後、ＭＯＵの内

容について検討を行なった。

院雪楡センター長が熊本大学を訪問した際に拠点形成

Mgプロジェクトのメンバーと意見交換を行い、その場

でMOUを締結した。

（２）表敬訪問

２００７年２月８日には、拠点形成Ｍｇプロジェクトの

リーダーである里中教授、尻助手が中国・上海交通大

学を訪問した。NationalＤｉｅ＆MoldCADEngineering

ResearchCenterの院雪楡センター長と今後の交流に関し

て意見交換を行うと共に、同センターを見学した。

図８上海交通大学の院センター長への

表敬訪問

２．５東華大学との交流

（１）MOU締結

2007年３月２７日に、熊本大学・拠点形成Ｍｇプロジ

ェクトはDepartmentofMaterialsScienceand

Engineering，NationalDongHwaUniversityとＭＯＵ

を締結した。2007年３月１５．１６日の第２回環黄海域

マグネシウムシンポジウムｉｎ韓国に参加した際に､熊

本大学･拠点形成Mgプロジェクトの河村教授と国立東

華大学の王副教授と締結書の交換を行った。
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図７中国科学院金属研究所のＨａｎ副所長への

表敬訪問

２．４上海交通大学との交流

（１）MOU締結

上海交通大学のNationalＤｉｅ＆MoldCAD

EngmeermgResearchCenterとは､2006年４月１１日に

図９台湾国立東華大学の王副教授との

MOU締結書の交換

1０５



熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成１８年度年次報告書

２．６弘益大学との交流

（１）MOU締結

２００７年３月１日に、熊本大学・拠点形成Ｍｇプロジ

ェクトはDepartmentofMaterialsScienceand

Engineering，HongikUniversityとＭＯＵを締結した。

2007年３月１５．１６日の第２回環黄海域マグネシウム

シンポジウムｉｎ韓国に参加した際に、熊本大学･拠点

形成Ｍｇプロジェクトの河村教授と弘益大学のＷＪ

Ｋｉｍ助教授と締結書の交換を行った。

参加した際、KITECHの光ﾀﾄﾄ|研究センターのＪＣＢａｅ

所長を訪問し、今後の共同研究について打合せを行う

と共に､熊本大学との連携について意見交換を行った。

その際､KITECHの光州研究センターが熊本大学との共

同研究について韓国政府のプロジェクトに申請したい

旨提案があり、了承した。

２．８第２回環黄海域マグネシウムシンポジウム

2007年３月１５日～１６日にKITECHにおいて,第２回

環黄海域マグネシウムシンポジウム（The2nd

Yellow-SeaRimlnternationalSymposiumon

MagnesiumAlloys）が開催された．

，鶴
－－'1 煽乢蝿稗鋼噸鰯鱸彌趨鰯騨”“鱗． 灘

趣印`鰄岨

径：蕊愈 蕊
図1０韓国弘益大学のKIM助教授との

MOU締結書の交換

灘蕊1m鑿蕊議霧懇！

２．７韓国生産技術研究院（KITECH）との交流

（１）表敬訪問

KITECHとは２００３年に部局間学術交流協定を締結し

て交流を深めており、毎年交互にKU-KITECHシンポジ

ウム等を開催している。特に、マグネシウム合金に関

しては、２００６年２月２８日にＭＯＵを締結して、共同研

究を実施している。

拠点形成Ｍｇプロジェクトの河村教授は、３月１５日

の第２回環黄海域マグネシウムシンポジウムin韓国に

図１２シンポジウム会場のKITECH

光州研究センター

（１）概要

本シンポジウムは、韓国，中国台湾及び日本にお

けるマグネシウム合金における産業および研究に関す

る情報交換とあらたな国際的プロジェクト形成めざし

て、マグネシウム合金の研究，開発及び応用等に関し

て、上記４カ国の第一線で活躍中の講師を招待して行

うものであり、2005年９月に熊本での開催に続き、２

回目となるものである｡なお今回はKITECHおよび熊本

大学高性能Mg合金創成加工研究会,熊本大学拠点形成

研究の主催、韓国通商産業エネルギー省の共催により

行われた。熊本大学からは､教員８名、学生１３名（博

士学生１名、修士学生７名、学部４年生５名）が参加

した。

（２）シンポジウム

本シンポジウムは2007年３月１５日及び１６日にかけ

て韓国光ｲﾄﾄ|市のKITECH光州センターのホールにおい

て行われた。初日は、KITECHのExecutiveDirector

であるJung-ChanBae教授による開会の挨拶のあと、図１１新築のKITECH光州研究センター
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昼食を挟み９件の講演が行われた。また夕方の

WelcomePartyでは、講師および参加者相互の交流を

深めることができた｡２日目には６件の講演があった。

２日間の講演内容は、中国（Wen-FangShi氏)、台湾

（Chui-HungChiu氏)、韓国（Ha-GuukJeong氏）およ

び日本（時末光教授・日本マグネシウム協会顧問）に

よるマグネシウム合金の研究開発動向４件、企業（韓

国U-SokYoon氏、中国Yue-WangXu）における研究動

向が２件、および各国の大学および研究所における研

究発表が８件であった。本学からは，熊本大学と熊本

県による地域結集型研究開発プログラム「次世代耐熱

マグネシウム合金の基盤技術開発」についての講演が

行われた（瀬戸英昭客員教授)。また２日目には32件

のポスター発表が行われた。このうち本学からは学生

１３名（博士学生１名、修士学生７名、学部４年生４

名)、教員５名が発表し、活発な意見交換が行われた。

講演終了後は､KITECH光州センター内の施設見学会が

行われた。光州センターは新しい施設であり、広い敷

地のなかに最新鋭の大型設備が充実しており、韓国に

おいてマグネシウムに関する材料開発研が重要視され

ていることがわかった。

（３）プログラム

今回の参加者は招待講師、招待者および一般参加者

を含め８０名近くと盛会であった。講演の題目と講演

者を次に示す。

３月１５日(木)シンポジウムI

OpeningRemarks（JUng-ChanBae，Koreahstituteof

lndustrialTbchnology）

I-01JSTKumamotoPrQjectonKeyTechnologyfbr

Next-genemtionHeat-resistantMagnesiumAlloys

（ProfHideakiSeto，PrQjectSupervisopKumamoto

TechnologyandlndustryFoundation）熊本における

次世代耐熱マグネシウム合金の基盤技術開発,瀬戸

英昭）

I-O2Processmgandsurfacemodificationofwrought

MagnesiumaUoys

（ProfZhixmKangandProfYUanyuanLi,SouthChina

UmversityofTbchnologyPhma）

I-03DevelopmentofMagnesiumMmi-ClustermKorea

（DEU-SokYOon，JeonnamAdvancedMaterials

hdustrializationCenteBKorea）

I-O4ResearchandDevelopmentSituationofMagnesium

AlloymChmeseMainland

（ProfWen-FangShi,ChmaMagnesiumCentenChma）

I-05TTendmResearchandDevelopmentonMagnesium

AlloysmTaiwan

（Ｍ１:Chui-HungChiu,TaiwanMagnesiumAssociation，

Thiwan）

I-O6StatusandFutureofMagnesiumlndustrymYinguang

MagnesiumGroup

（MLXu-YUeWang，Ⅵcepresident，ShanxiWenxi

YinguangMagnesmnGICup,Chma）

I-07DevelOpmentonhighresistanceMagnesiumAlloysm

Taiwan

（ProfJian-YihWang,NationalDongHwaUniversityう

Ttliwan）

I-08RecentWOrkonMagnesiumAlloyＦｏｍｎｎｇｍ

ｍＴＥＣＨ

（DEHa-GukJeongKoreaInstituteoflndustrial

TbchnologyKorea）

３月１６日(金)シンポジウムⅡ

I-10GramrefinementofMagnesiumalloys

（PIofYUan-ShengYang,InstimteofMetalResearch，

China）

I-11RecentDevelopmentofMagnesiumhdustrymJapan

（ProfHiroshiTbkisue，AdvisenJapanMagnesium

Association,Japan）

I-12DevelopmentandApplicationofMagnesiumAlloysm
Automobiles

（DⅢDo-SuckHan,Hyundai-KiamotorCo.,Korea）

[LunchandPosterSession］

I-13SlipDefbnnationMechanismmMagnesiumSmgle

Crystals

（ProfShinjiAndoandDmHidekiTbnda,Kumamoto

UniversityJapan）

マグネシウム単結晶におけるすべり変形機構安

藤新二

I-14Electro-magneticCastingTbchnologyofMagneSium

Alloys

（DⅢJoon-PyoPaIk,ResearchlnstimteofScience＆

TechnologyKorea）

I-l5FornnngcharactelisticsofMagnesiumalloys

（ProfXueyuRuanandPIDfZhenZhao,ShanghaiJiao

TbngUniversityうchina）

下記に、ポスターセッションで熊本大学から発表し

た題目と発表者を示す。

(1)MicrostructureandMechanicalPropertiesof

Mg-Zn-Y-YbAlloysProducedbyConsolidationof

RapidlySolidifiedRibbons（Prof.Ｙ・Kawamura）
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Magnesium（AssoclateProfKHokamoto）

DeformatlonofmagnesiumSingleCrystalsin

Compression（Mr．Ｔ・Kitahara修士学生）

FatigueFractureBehaviorofMg-Zn-YAlloy（Mr，

KShikada学部４年生）

EffectofHeatTreatmentonMicrostructureand

MechanicalPropertiesofMg-Zn-GdCastAlloys

withLongPeriodicStackingOrderedStructure

(MissM・Sasaki修士学生）

FundamentalResearchesaboutRecoveryofYand

ZrfromMg-Zn-Y-ZrResidualSubstancebyVacuum

Distillation（Mr．ＮＳａｔｏ学部４年生）

Micro-MechanicalTestingofMg-Zn-YAlloys（Mr．

T・Sakamoto学部４年生）

RecoveryofYfromMg-Zn-YAlloybyVacuum

DistillationandSolventExtraction（Mr．Ａ、

(１０）

(11）

(12）

(13）

図１３シンポジウムの講演風景

(１４）
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(１５）

博辮
Simokawa修士学生）
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図１４シンポジウム参加者の集合写真

(2)CorroslonBehaviorofRapidlySolidified

Mg-Zn-YAlloys（Dr，MYamasaki）

(3)JoiningofMagnesiumA11oyAZ31andAluminum

AlloyAllOOUsingExplosiveWeldingMethod（Mr，

ＳｌＬＧｈａｄｅｒｉ博士学生）

(4)InterfaceNanostructureofMg96Zn2Y2Joints

WeldedbyResistanceSpotWeldng（Assoclate

ProfCIwamoto）

(5)EffectofExtruslononMechanicalProperties

andMicrostructureofMg-Zn-REAlloys（Mr．Ｔ・

Kawasaki学部４年生）

(6)ＭechanicalPropertlesandMicrostructureof

ExtrudedMg-Zn-NdAlloys（Mr・SKozaki学部

４年生）

(7)Micro-BendingofAZ31MagnesiumAlloyFoilsby

SparkForming（AssistantProfIIOtsu）

(8)CrackOrientationDependenceforFatigue

BehaviorofMagnesiumSingleCrystals（MissN

Iida修士学生）

(9)PossibilityofExplosiveMetalWorkｉｎｇｏｆ

図１５ポスターセッションで発表する

熊本大学の学生

図１６ポスターセッションで発表する

熊本大学の学生
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熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成１８年度年次報告書

問で有益な情報交換をするとともに，相互の親交も深

めることができた。本シンポジウムを通じて、さらに

新たな共同研究や産業分野の創生に発展していくもの

と期待される。

(１６） MechanicalPropertlesandMicrostructureof

Mg-Zn-REAlloysProcessedbyExtrusion

Techniques（MrmLTamagawa修士学生）

StudyontheTribologicalPerformancesof

MagnesiumAlloys（Mr・ＫＯｄａ修士学生）

MechanlcalPropertlesandMicrostructureof

Mg96Zn2Y2JointsWeldedbResistanceSpot

WeldingUsingCoverPlates（Mr・AKinoshita

修士学生）

(17）

２．９科学振興調整費への申請

平成１９年度科学技術振興調整費･アジア科学技術協

力の戦略的推進へ拠点形成Mgプロジェクトのリーダ

ーである里中教授を代表者に､｢環黄海域マグネシウム

ネットワークの構築」という課題で申請した。本提案

への国外の参画機関は､韓国牛産技術研究院(KITECH)、

弘益大学､上海交通大学､華南理工大学､中国科学院、

中国有色金属工業技術開発交流センター、国立中山大

学、国立東華大学等である。

(１８）
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３．結言

2006年度は、上海交通大学（中国)、中国科学院（中

国)、華南理工大学（中国)、国立弘州大学（韓国)、韓

国牛産技術研究院（韓国)、弘益大学（韓国)、国立中

山大学（台湾)、国立東華大学（台湾)、上海交通大学

（中国)、中国科学院（中国)、華南理工（中国）の８

機関とＭＯＵを締結することができた。また、熊本大学

へは、華南理工大学（中国)、中国科学院（中国)、上

海交通大学（中国)、国立中山大学（台湾)、国立弘Ⅱ｜

大学（韓国)、韓国生産技術研究院（韓国）の６研究機

関からの訪問があった。一方、熊本大学からは、上海

交通大学（中国)、中国科学院（中国)、華南理工大学

（中国)、韓国生産技術研究院（韓国）の４研究機関へ

の訪問を行った。また、熊本大学の提案により始めた

「環黄海域マグネシウムシンポジウム」も第２回目が

韓国で開催されるとともに、来年度には第３回目が華

南理工大学で開催されることから、本シンポジウムも

順調に軌道に乗せることができたものと考えられる。

このように、ものづくり創造融合工学教育事業の支

援により、マグネシウム合金の環黄海域国際ネットワ

ークの形成を推進することができた。特に、熊本大学

の学生が韓国や中国の学生と学術的な交流ができ、若

い世代に将来の環黄海域交流の芽を育むことができた。

今後は、環黄海域国際ネットワークも具体的な共同研

究に着手するステージに進展するものと考えられるこ

とから、マグネシウム合金に関する東アジアの教育研

究拠点の形成を目指して、環黄海域ネットワークの構

築を推進していきたい。

図１７熊本大学の学生と韓国の学生との

交流風景

図１８熊本大学からの参加者（帰国時）

なお第３回のシンポジウムは中国華南工科大学にお

いて2007年１２月に開催予定であることがZhixinKang

氏により報告があった。

本シンポジウムは毎年、中国、韓国、台湾及び日本

の環黄海域諸国において開催されるものであり、この

シンポジウムに参加することで、各国のマグネシウム

合金に関する産業や研究開発の進捗状況を把握できる

といえる。さらに、これらの国々の技術者及び研究者
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